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1 は じ め に

近年岩手県産米においては,米卸等一部の流通業者から

玄米自度が低いという指摘があり,早急な改善策が求めら

れていた。しかし,こ れまで玄米自度に関する研究事例・

知見は少なかった。そこで県産米における玄米自度の実態

と自度に関与する要因の解析を進め,一定の知見が得 られ

たので報告する。

2試 験 方 法

玄米自度はKett社製C-300型自度計により測定 した。

(D 岩手県産米における玄米自度の実態

岩手県の水稲主要 5品種について,1994～ 99年産米の玄

米白度・県全体の 1等米比率及び外観品質の特徴を整理し

た。 1等米比率は盛岡食糧事務所の調査データ,それ以外

は岩手県経済連のデータを参照した。

2)米の品質が自度に及ぼす影響
未熟粒・被害粒と玄米自度の関係を明らかにするため,

整粒に対する各種未熟粒・被害粒の混合率を変えて,玄米

自度を測定した。材料には「かけはじ」 (軽米産,1999)

を用い,手選別により整粒及び各種未熟粒・被害粒を調製

した。

13)刈 り取り時期と自度

1999年に岩手県農業研究センター内圃場で栽培した「ひ

とめばれJについて,出穂後積算気温別に刈り取って直ち

に通風乾燥し,玄米白度及び玄米品質を調査した。

14)登熟条件の自度への影響

1994～2000年に県内 5カ 所の圃場で栽培された「ひとめ

ばれJの出穂後40日間の平均気温日値 (℃)について積算

値をとり,産米の自度との相関を調査した。うち1994～ 95

表 1 岩手県における主要品種の玄米自度の年次推移

年産については自度と標高 (m)と の関係も調査した。

3 試験結果及び考察

0)岩手県産米における玄米白度の実態
過去 6カ 年の県産米の玄米自度・検査等級を表 1に示し

た。玄米自度は,品種別では「かけはじ」が総じて高い傾

向がみられる (自度20前後)。 年次別では1995～ 97年産米

の玄米自度が全般に低く,品質は青未熟が特徴的であった。

しかし,1等米比率 tま 9割以上で高水準にあった。一方 ,

1999年は白度が高かったが, 1等米率は77%と 最も低 く,

心自・乳自をはじめとする自未熟が多い傾向にあった。こ

れに関して,長戸らは青米と整粒・ 自未熟粒の自度を測定

し,青米は整粒に比べて低く,自未熟粒では高いことを示

した 。このことから,1995～97年産米の自度は青未熟 ,

1999年は自未熟が関与する可能性が示された。

2)玄米品質が自度に及ぼす影響
玄米品質と自度の関係を明らかにするため整粒に対し各

種未熟粒・被害粒を比率を変えて混合し,自度の変化を調

査し図 1に示した。青未熟・茶米の混入により自度は有意

に低下した。カメムン斑点米・発芽粒も自度を低下させた

が,影響は小さかった。一方白度を上げる要因としては,

影響の大きい順に①自死米②乳自③心自であった。なお ,

青死米と背黒はほとんど影響しなかった。自度計は反射率

を測定する機器であるから,試料が淡色 (自 )に近い,す

なわち反射する光波長が広域にわたる場合自度は高くなり,

逆に試料が濃色 (黒),あるいは透明な場合などは低下す

る。したがって,一連の自未熟粒が自度を上昇させること,

逆に粒全体が濃色の青未熟・茶米で結果が逆となることは

容易に想像できる。また同じ自未熟粒でも,透明部分が少

ない乳自・自死米が,ら自よりも自度を大きく上昇させるが,
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岩手県経済連による調査データ

心 :心自,乳 :乳白,斑 :カ メムシ斑点米 , 芽 :発芽,青 :青未熟,他 :そ の他未熟
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出穂後40日 間の平均気温積算 ℃

図 3 出穂後40日 間の平均気温積算値と自度
(ひ とめばれ,花巻・北上 。水沢 。一関・千厩,1994-95・
1997-2000)

図 1 落等要因の混入による玄米自度への影響
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図2 刈り取り時期と自度 (ひ とめばれ,北上,1999)

これは自度が着色部分や不透明部分の面積に依存している

ことを示唆している。なお,青死米は混入率を上げてもは

とんど影響がみられないが,これは光が青色に吸収される

一方,粒が粉状質で不透明なため光が透過しなかったため

と推察される。なお胴割率と玄米自度の関係について調査

したところでは,胴割が混入すると玄米自度は有意に高ま

る傾向がみられた (データ省略)。 これは割れた部分で照

射光が散乱しているためと考えられる。以上のように混入

した被害粒や未熟粒の種類によって自度が変動するため ,

玄米自度は品質評価 (検査等級)に は直接関係しないもの

と推察される。これは1999年産米の自度が高いにもかかわ

らず,等米比率が低かったことからも明らかである。

3)刈 り取り時期と自度
「ひとめばれJの玄米自度及び品質の推移を図2に示し

た。気温積算値が大きくなるにつれ青未熟が減り自度は_|

昇した。通常の刈り取り適期 (900～1050℃ )を過ぎると

茶米が増加するが,一方で乳白粒が混入してくるため,依

然自度は上昇を続けた。しかし,整粒歩合は1015℃を境に

低下した。したがって,外観品質を落ときない範囲で自度

をある程度高い水準に保つには,通常の「ひとめばれ」の

刈り取り適期の後半寄りの1015℃前後が適当と考えられる。

に)登熟条件と白度
出穂後40日 間の日平均気温の積算値と玄米自度の関係を

図 3に示した。1994年・ 1999年・ 2000年のような積算値気

温の高い年ほど自度は高まる傾向が認められた。また,同

一年産の玄米を比較した場合も同様で,気温積算値と自度

の間に正の関係が認められる (データ省略)。 また図 4に

示すように,標高と玄米自度の関係をみると,同一年次で

は標高が高くなるほど玄米白度は低くなる傾向がみられる。
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図4 標高と自度
(ひ とめばれ,花巻・北上・水沢・一関・千厩,1994-95)

表 2 標高別の玄米自度出現率

年次

注 ひとめばれ,花巻・ Jヒ上・水沢 。一関・刊厩,1994-
95

さらに年次別では表 2に示すように,出穂後40日 間の積算

気温が高い1994年は標高100m以上でも比較的産米の白度

は高いが,積算値の低い1995年は高標高地での産米自度が

全般に下がる傾向が認められた。登熟気温や標高と自度の

関係については,高温登熟による自未熟粒の増加や出穂後

の低温による青未熟の増加等の要因が絡んでいると考えら

れるが,検証が必要である。

以上,本研究では特に玄米の品質と自度の関係に主眼を

おいて解析を進めたが,今後は完全粒そのものの自度に影

響する要因について解析が必要と考えられる。また,卸な

どでは玄米自度の値を鵜精歩留の指標として利用している

との情報もあり,玄米自度と鵜精歩留まりとの関係を,品

種・耕種条件等の差異,玄米品質及び完全粒の性質の差異

等の側面から多角的に検証していく必要がある。
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